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ヒアリング項目：理工系分野における女性参画拡大の加速  

 

担当府省：内閣府男女共同参画局 

 

○「女性活躍加速のための重点方針 2015」の該当箇所  

２．社会の課題解決を主導する女性の育成  

（１）科学技術イノベーション立国を支える女性の理工系人材等の育成 

① 理工系女性を一貫して支援するため、関係府省や経済界、学界、民間

団体など産学官からなる支援体制「リコチャレ応援ネットワーク」（仮称）

を構築する。 

初等中等教育段階からの女子生徒等及び親・教師に対する理工系選択

のメリットに関する意識啓発、国内外の理工系女子ネットワークの促進、

進学・就職情報支援、産業界で活躍する理工系女子を始めとしたロール

モデルに対する表彰等を総合的に実施する。 

   

② 理工系に進学を希望する女性の機会拡大を図るため、大学、高等専門

学校等に進学する経済的に困難かつ優秀な女子学生等に対して、奨学金

や授業料免除などによる経済的支援を行う。また、国立大学における、

女性研究者等多様な人材による教員組織の構築に向けた取組や、女子生

徒の理工系学部への進学を促進する取組等を学長のマネジメント実績

として評価し、運営費交付金の配分に反映するとともに、私立大学等経

常費補助金において、女性研究者向けの柔軟な勤務体制の構築など、女

性研究者支援を行う私立大学等の取組を支援する。  

  加えて、「リコチャレ応援ネットワーク」（仮称）等を活用した地域に

おける意識啓発イベントや「理工チャレンジ」サイト等を通じた情報発

信、地方創生枠による奨学金等も活用し、地方における地域の未来を担

う理工系女性人材の育成や地方定着につながる取組を促進する。 

併せて、高等教育において理工系を志望する女性人材の増加を図るた

め、スーパーサイエンスハイスクールにおける女子生徒に対する理工系

教育に関する好事例の収集や他の高校等への情報提供を行う。 
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○「女性活躍加速のための重点方針 2016」の該当箇所  

Ⅰ あらゆる分野における女性の活躍  

２．あらゆる分野における女性の参画拡大・人材育成 

（３）行政分野、理工系分野等における女性の参画拡大 

③  女子生徒等の理工系選択に係る取組など理工系分野における女性参

画拡大の動きをさらに加速させる。平成 28 年度に構築した産学官によ

る「理工系女子応援ネットワーク」の本格展開を進めるとともに、女子

児童・生徒等への理工系分野に対する興味、関心や理解を向上させる取

組を強力に推進し、次世代を担う理工系女性人材の裾野の拡大に取り組

む。また、地域において理工系女性の活躍を拡大するための運営協議会

等の構築や、理工系女性が必要とする企業ニーズやスキル、ロールモデ

ルなどの情報へのアクセス向上のための取組を進める。 



 

ヒアリング項目：理工系分野における女性参画拡大の加速

第５分野　科学技術・学術における男女共同参画の推進

（２８年度当初予算） 17,990

（２９年度予算） 22,950

計画策定時 最新値 成果目標（期限）

自然科学系：25.4％
理学系：11.2％
工学系：8.0％
農学系：13.8％

医歯薬学系：24.3％
（平成24年）

自然科学系：28.1％
理学系：15.2％
工学系：11.6％
農学系：20.3％
保健系（医歯薬学系
を含む）：34.2％

（平成26年）
（注）

「自然科学系全体で30％､
理学系20％、
工学系15％、
農学系30％、
医学・歯学・薬学系合わせ
て30％」
（科学技術基本計画について（答
申）を踏まえた第５期科学技術基
本計画（平成28年度から32年度ま
で）における値）

23.3％＊
（平成26年10月）

23.3％
（平成26年10月）

30％
（平成32年）

22.3％＊
（平成26年10月）

22.3％
（平成26年10月）

30％
（平成32年）

理学系＊：26.4％
工学系＊：12.9％

（平成26年）

理学系：27.0％
工学系：14.0％

（平成28年）

前年度以上
（毎年度）

　　＊　計画策定後、所要の修正を行ったもの

担当府省：内閣府男女共同参画局

○第４次男女共同参画基本計画の関連する分野：

施策名 予算額（千円）

　３　女子学生・生徒の理工系分野の選択促進及び理工系人材の育成
　 ア  次代を担う理工系女性人材の育成

○「女性活躍加速のための重点方針2015」及び「女性活躍加速のための重点方針2016」での該当施策：

日本学術会議の連携会員に占める女性の割合

大学（学部）の理工系の学生に占める女性の割合

（注）  平成26年の調査のみ保健系を含めた調査であり、平成27年以降は従来通り保健系を別に調査。

理工系女性を一貫して支援するための産学官からなる支
援体制の構築
理工系分野における女性活躍推進に向けたシンポジウム、
調査研究、「理工チャレンジ」ウェブサイト等の拡充

○第４次男女共同参画基本計画における関連する成果目標：

研究者の採用に占める女性の割合（自然科学系）

日本学術会議の会員に占める女性の割合

項目

2015

2016

    【第５分野　科学技術・学術における男女共同参画の推進】



【女性活躍加速のための重点方針2015】

17 2-(1)-①

23 2-(1)-②

　（注４）「『女性活躍加速のための重点方針2016』に基づく平成29年度予算案等について」（平成29年2月）での整理上の番号及び施策名を示す。

重点方針
2016

通し番号
（施策名）

（注4）

関係予算（千円）

法令・制度
改正

機構定員
その他

27年度
当初予算

27年度
補正予算

28年度
当初予算

　（注１）「『女性活躍加速のための重点方針2015』に係る平成28年度政府予算内容等について」（平成28年１月）での整理上の番号を示す。

　（注３）「『女性活躍加速のための重点方針2015』に係る平成28年度政府予算内容等について」（平成28年１月）における記載内容である。

　（注２）「女性活躍加速のための重点方針2015」（平成27年6月26日　すべての女性が輝く社会づくり本部決定）の記載箇所を示す。

担
当
府
省

該当施策名

通
し
番
号

（注1）

項　目
（注2）

施策の背景・目的（注３）
当該施策の概要（注３）

内閣府
（男女
共同参
画局）

理工系女性を
一貫して支援す
るための産学官
からなる支援体
制の構築

　我が国の持続的成長を確保するためには、研究者・技術者・技能者な
ど、科学技術イノベーション立国を支える女性の理工系人材等の育成を大
胆に進める必要がある。理工系分野を進路選択する女性がそもそも少な
い現状を踏まえ、理工系を実質的な選択肢として意識でき、かつ進学や就
職などの各段階で理工系選択がより容易となるよう支援する。

　女子生徒等の理工系分野への進路選択を推進するため、内閣府が中
心となり、関係府省、経済団体、研究機関、及び学術団体等と連携ネット
ワークを構築し、
・女子生徒等や保護者に理工系選択のメリット等を啓発するシンポジウム
・理工系分野で女性が活躍している国における人材育成方法等に関する
調査・研究
・内閣府「理工チャレンジ」サイトの拡充
等の取組を実施する。また、地方における理工系女性人材の育成を促進
するための情報提供をあわせて行う。

－ － 17,990 －

36
（理工系分
野における女
性活躍推進
経費(理工
系分野にお
ける女性活
躍推進に向
けたシンポジ
ウム、調査研
究、「理工
チャレンジ」
ウェブサイト
等の拡
充）)



【女性活躍加速のための重点方針2016】

36Ⅰ 2 (3) ③

内閣府
（男女
共同参
画局）

理工系分野に
おける女性活
躍推進に向け
たシンポジウム、
調査研究、「理
工チャレンジ」
ウェブサイト等の
拡充

　我が国が国際競争力を維持・強化し、多様な視点や発想を取り入れて
科学技術・学術活動を活性化していくためには、理工系分野の女性研究
者・技術者となり得る人材を育成していく必要がある。しかしながら、現在
のところ、我が国の研究者に占める女性の割合は、14.7%と他の先進諸
国と比べて低水準であり、また、理工系を専攻する女性の割合は、理学
26.8%、工学13.6%（大学）となっており他専攻に比べて低水準であ
る。
　昨年12月に閣議決定された「第４次男女共同参画基本計画」におい
ては、「女子学生・生徒の理工系分野の選択促進及び理工系人材の育
成」に取り組むこととしており、「女性活躍加速のための重点方針2016」に
おいても、女子児童・生徒等の理工系進路選択に向けた取組を強力に
進めることとしている。こうした政府方針を踏まえて、理工系女性人材の層
を厚くするため、女子生徒等及び保護者・教師に対する理工系選択のメ
リットに関する意識啓発、理工系女子応援ネットワークの促進、関係情報
の発信、産業界で活躍する理工系女性を初めとしたロールモデルの提示
等を総合的に実施する。

　産学官からなる支援体制の構築を目的としたネットワークの形成及び連
携と情報交換等を目的とした会議を開催する。また、女子生徒等や保護
者を対象に理工系選択のメリットや、進学・就職に関する情報を周知・啓
発するシンポジウムを開催する。さらに、女子児童・生徒等が理工系分野
に進みにくい阻害要因を調査分析し、その解消に必要な施策や情報提
供のあり方等について検討する。加えて、「理工チャレンジ」サイトに関連施
策やイベント情報を充実させるとともに、メールマガジンの発行等、理工系
選択に関する各種情報発信を強化する。

17,990 － 22,950 4,960 －

政策手段

関係予算（千円）

該当施策名
28年度

当初予算

28年度
二次補正

予算

29年度
予算

対28年度
増減額

法令・制度改正
機構定員

その他

　（注３）「『女性活躍加速のための重点方針2016』に基づく平成29年度予算案等について」（平成29年2月）における記載内容である。

担
当
府
省

　（注２）「女性活躍加速のための重点方針2016」（平成28年5月20日　すべての女性が輝く社会づくり本部決定）の記載箇所を示す。
　（注１）「『女性活躍加速のための重点方針2016』に基づく平成29年度予算案等について」（平成29年2月）での整理上の番号を示す。

施策の背景・目的（注3） 当該施策の概要（注3）項目
（注2）

通
し
番
号

（注１）
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